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三河港湾事務所では、7月30日（火）に「海をきれいにするための一般協力者の奉仕活動表彰式」を、衣浦港事
務所にて執り行い、亀崎海浜緑地や付近の海浜等において清掃活動に尽力された、亀崎潮干祭保存会を表彰しまし
た。

亀崎潮干（しおひ）祭は、半田市亀崎地区において、例年5月3日と4日に開催されています。長い伝統があり、
ユネスコの無形文化遺産や、国の重要無形民俗文化財にも指定されています。５輌の山車（やまぐるま）を、亀崎
海浜緑地の浜辺に曳きおろし、整列させる様は勇壮なものです。

亀崎潮干祭保存会は、潮干祭の伝統の継承や、山車の保存を目的とする団体です。潮干祭の舞台である亀崎海浜
緑地や周辺の海浜等にて、30年以上の長期間にわたって、ほぼ毎日、ごみや漂着物の回収といった清掃活動等に取
り組まれてきました。

表彰式では保存会会長にお越しいただき、受賞に対する感謝のお言葉と共に、潮干祭に対する熱く真摯な思いを
伺うことができました。長い伝統を継承する上での苦労と誇りが伝わり、まさに背筋が伸びる思いがしました。

潮干祭は保存会の方の熱意と奉仕活動に支えられて、伝統を継承しつつ毎年開催されています。皆様も是非、亀
崎潮干祭に足を運んでみてくださいね。

三河港湾事務所では、７月31日（水）に「優良工事等表彰式」を実施しました。令和５年度に完了した工事・
業務において、優秀な成績をおさめられた受注者、技術者、関係協力会社の皆様をお招きし、表彰式を執り行い
ました。

受賞者の皆様は次のとおりです。今後とも他の模範となる工事・業務を実施いただきますよう、よろしくお願
いいたします。

令和６年度 優良工事等表彰 受賞者
★優良業務・技術者

【令和５年度 三河港潮位データ信頼性維持検討業務】
・日本工営都市空間(株)  様
・ 同 近藤 泰徳   様

★優良工事関係協力会社・有能技能者
【令和５年度 衣浦港外港地区西防波堤（改良）上部工事】

・(株)アウトウォーター 様
・(株)五木建設 様
・(株)TOMENO    様
・ 同  橋本 豊 様



各地でさまざまなイベントが催されている中、７月28日(日)に蒲郡市民館周辺で開催された蒲郡まつりへ行っ
てきました。今年のテーマは「昇（しょう）」。

目的は、まつりのフィナーレを飾る納涼花火大会です。こちらでは、例年30号玉（三尺玉）の花火が三河港か
ら打ち上がるとのことで、一度は見に行きたい！と思っていました。これはなんと、竹島の３倍、東京スカイツ
リーがすっぽりと収まる大きさの花火で、開いたときの直径は約650メートル。太平洋最大級の花火を体感して
きました。

会場は、多くの人でにぎわい、夜空には美しい花火がテーマの通り、次々と打ち上げられ高く昇っていました。
花火の色とりどりの光や、大きな地響きに圧倒され、その迫力には感動しました。

蒲郡名物の「みかん」を模した花火も上がり、「かわいい～」という声がたくさん聞こえましたよ。

夏の夜を彩る花火大会は、心に残る素晴らしい思い出となりました。
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海とみなとの相談窓口

全国共通フリーダイヤル

0120-497-370
おおいに  よくなれ   みなと

受付時間※ 9:00～12:00と13:00～17:00(土・日・祝祭日を除く)
※一部の地域を除きます。

9月22日（日）   パワステがまごおり：大塚海浜緑地ラグーナビーチ
９月28日（土）  第１回渥美半島花火大会：田原市総合体育館周辺
10月６日（日）  第11回三河湾大感謝祭：西浦パームビーチ
10月12日（土） おんべ鯛奉納祭：篠島漁港

８月22日（木）に、名城大学10名（学生・教育職員）の海洋環境修
復実地研修のお手伝いをしました。この研修は、海洋環境の実態や保
全・改善に係る最新知識を習得するためのカリキュラムの一環で開催さ
れています。

当事務所が所有する港湾業務艇「しおさい」に乗って、愛知県水産試
験場から六条潟、大崎地区、田原地区、そして中山水道航路をめぐり、
愛知県水産試験場に帰る行程です。各地点で水や土を採取し、水産試験
場に持ち帰ってプランクトンの検鏡などが行われました。

当日は天気が良く風もおだやかで、学生たちは野生のスナメリを探し
て、航行中も楽しそうに研修を受けていました。
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